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校長通信

教育講演会～夢を叶えるために
10月27日に教育講演会を行いました。NPO法人

はちどりプロジェクト代表の宮手恵さんと室蘭工業
み や てめぐみ

大学教授の清水一道さんをお招きして，「夢は叶う」
し み ずかずみち

をテーマにお話しいただきました。

宮手さんは，内戦で学校

が燃やされたカンボジアの

村に２０１２年に小学校を建

設します。現在は子供たちが

学校に通えるよう村人たちの

就業支援を行っています。講

演では，国際支援の厳しい

現実や経験から学んだ「夢

の叶え方」についてお話しい

ただきました。

また，宮手さんの活動を日頃から応援する清水教

授は，ものづくりの面白さやこれからを生きる若者に

期待することなどについてお話しいただきました。

生徒からはたくさんの質問が出て，今後の在り方

生き方を考える貴重な学びの機会となりました。

“オンライン部活動”の実証事業始まる
持続可能な部活動を目指して，本校は県内高校で

唯一，STEAM Sports Programを活用したオンライ

ン部活動の実証事業に参加します（11月～12月）。

経済産業省“未来の教室”事業に参画する株式会

社STEAM Sports Laboratoryの支援の下，同社が

開発するプログラムにリアルタイムで参加し，技能と体

力に焦点をあて，パフォーマンスの向上を目指します。

離島地域の学校の部活動は，部員数の減少や専

門の指導者がいないこと

が課題です。日々進化す

るICTを部活動でも活用

し，生徒の主体的な活動

を促して，課題の克服を目指します。

1年生は県教委貸与のPC端末，2年生は各自のス

マートフォン等を使用し，プログラムのコンテンツを活

用した動作改善とそれに必要な身体づくり，パフォー

マンスの向上に向けた探究活動の支援を受けます。

本校は今後もICTの活用等を通して，持続可能な

部活動の在り方を追究していきます。

県優秀教職員（教職員組織）で表彰
学校教育の各分野で顕著な実績のある教職員や

教職員組織に対して，その功績を表彰する令和４年

度鹿児島県優秀教職員表彰において，本校が「教職

員組織」として表彰されました。

今年度から高校で始まった新学習

指導要領に基づく教育実践に向け，

本校は令和２年度から検討を開始。

令和３年度から「観点別学習状況の

評価」を試行して，実施上の課題の

解決に取り組んできました。教職員一丸となった本校

の学習指導と学習評価の改善・充実に向けた先駆的

な取り組みが評価されました。

この表彰を励みとして，本校は今後も学習指導要

領の理念を具現化する教育の実践を通して，生徒の

資質・能力の育成に努めていきます。

ＰＣ端末で授業が変わる⑤（数学） デジタル社会を生

きる高校生にとって，今やPC端末は，鉛筆やノートと並ぶ

マストアイテムです。文部科学省が推進するGIGAスクール

構想を受け，県教育委員会は今年度から1年生全員にPC端

末を1年間貸与しています。本校におけるＰＣ端末を活用し

た各教科等の工夫を紹介します。第５回は数学です。

１年生の数学Ⅰの授業。この日の内容は，二次関数の応

用です。定義域の端点や二次関数のグラフの対称軸が定数a
で表されるときの最大値と最小値を求める問題に挑戦しま

す。最大値や最小値を与える定

義域の値は，定数aがどのよう
な値をとるのかによって変わる

ため，場合を分けて考える必要

があります。

生徒たちは各自のPC端末のマ

ルチボードで，指先で描いた定

義域と二次関数のグラフを画面上で動かしながら，最大値

や最小値がどのようなときに変わるのかをペアで考えます。

すべてのペアが場合分けを確

認した後は，ノートに解答案を

作成。全員が時間内に問題を解

決して授業は終わりました。

生徒の一人は，「画面上でグ

ラフを動かすことができるの

で，場合分けをイメージしやす

い」と答えてくれました。
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校長講話から 一歩を踏み出す／夢を人に語る／自分の弱さを認める勇気（令和４年11月７日 全校朝礼）

先日の教育講演会は，NPO法人はちどりプロジェ
クト代表の宮手恵さんと室蘭工業大学の清水一道先
生を講師にお迎えしました。宮手さんに講演を依頼し
たのは，今年３月の卒業式の校長式辞で『ハチドリの
ひとしずく』という寓話を引用したのがきっかけです。

森が燃えていました。森の生き物たちはわれ先にと逃げてい

きました。でもクリンキンディという名のハチドリだけはいっ

たりきたり。くちばしで水のしずくを一滴ずつ運んでは火の上

に落としていきます。動物たちがそれを見て「そんなことをし

ていったい何になるんだ」といって笑います。クリンキンディ

はこう答えました。「私は，私にできることをしているだけ」。

南アメリカの先住民に伝わるこの寓話は，「ハチド
リが正義で，逃げた動物たちが悪」ということを言い
たいのではありません。大きくて力もちのクマは，幼い
子グマを守るために避難したのかもしれません。脚の
速いジャガーは，うしろ足で火に土をかけられるという
ことを知らなかっただけかもしれません。人には他人
には見えないいろんな事情があったりするのだから，
怒りや憎しみに身をまかせたり，他人を批判している
暇があったら，自分のできることを淡々とやっていこう
よ，ということです。そして，ハチドリに共感して行動を
共にするものたちがその気になれば，力を合わせて水
のしずくをたくさん集め，燃えている森の火を消すだ
けの力にもなりうる。最終的にこの話が教えてくれるこ
とは，私たちは「微力」ではあるかもしれないけれど，
決して「無力」ではないということです。
卒業式の後，「ハチドリ」「微力」などのキーワード

でインターネット検索をしていたら，宮手さんの活動を
伝えるウェブサイトにたどり着きました。カンボジアに
学校を建てて，現地の就業支援に奔走する人が日本
にいる。この人の話を是非聴いてみたい。できることな
ら生徒にも聴かせたい。問合せフォームに講演を依頼
したい旨を書いて送ったところ，宮手さんから快諾の
返事を頂きました。さらに，宮手さんからは，日頃から
活動を応援してくださる室蘭工業大学の清水先生も
講演が可能との提案を頂き，講演会が実現しました。
ところで，宮手さんは講演の中で，自分の生き方を

変えた本として，登山家・栗城史多さんの『一歩を越
くり き のぶかず

える勇気』という本を挙げていました。講演の後，早速
私も読んでみました。
人間関係に悩み，夢や目標もなく，生きる道を模索

していた栗城さんは，ふとしたきっかけで自分の大学
とは別の大学の山岳部に入ります。それまで山とは無
縁の生き方をしてきた栗城さんにとって，登山は未知
の世界です。人はなぜ難儀な思いをしてまで山に登
るのか。その答えが知りたかったと記しています。
北海道での冬山登山の経験の後，周囲からは無

謀だと言われ，反対されながら，初めての海外遠征で
北米最高峰のマッキンリーの単独登山に挑みます。
自分の限界を何度も感じながらも，16日間かけて山
頂に立った瞬間，それまでの苦しみや悲しみの全てが
喜びに変わります。そして，「不可能」は自分の心が勝
手につくっているだけだということを知ります。この経
験が栗城さんをさらに前へと進めます。

エベレストで単独・無酸素登山をして「冒険の共
有」をしたい。自分と同じようにたくさんの人が持って
いる「不可能という心の壁」を取っ払いたい。できな
いと思ってやめてしまったら絶対にできないけれど，そ
れは自分の心が決めているだけで，本当はやってみ
たらできるということが絶対に多いのだと。それを伝え
たくて栗城さんはエベレストを目指します。
栗城さんの言う「冒険の共有」とは，エベレストに

登り，インターネットの生中継でヒマラヤの空を世界と
つなげることです。それには中継スタッフの人件費や
機材の使用料，通信費や遠征のための交通費など，
膨大なコストがかかります。その実現に向けて奔走す
るなかで，栗城さんがやったことは「自分の夢をたくさ
んの人に語ること」。夢や目標を口にすることによっ
て，周りに伝わって共鳴する。そうすると支援してくれ
る人や，そのとき自分が必要とする人が必ず現れてく
れる。夢は自分一人で叶えることはできない。どれだ
け応援してくれる人がいるかで全てが変わると栗城
さんは記します。
本当の力は，自分の弱さを認める勇気から生まれ

る―これは６月の講話で紹介した「ゴールデン・サー
クル理論」を提唱するサイモン・シネックの言葉です。
弱さを認めるとは，自分の無知や失敗を認めること，
そして助けを求めることです。弱さを認めることで，周
りの人たちも，自分もリスクをとってみようと奮い立ち
ます。そうすれば仲間たちが助けようと集まってくれる
ので，成功の可能性は高まります。
栗城さんは夢を語るだけでなく，自分の弱さを認

め，さらけ出したからこそ，夢の実現に向けて進むこと
ができたのだと思います。栗城さんの生き様は，宮手
さんの人生をも動かし，カンボジアでの学校建設と就
業支援という現在の活動につながっていきます。
一方，清水先生は，ものづくりの面白さについて熱

く語っていただきました。私が響いたのは「『よりよい』
を求める社会づくりに可能性がある」という言葉で
す。本格的な人口減少社会の到来で，全国の離島や
中山間地域は存続の危機にあります。それでも，そこ
によりよい社会をつくるという意欲をもった若者がい
る限り，きっと未来は拓かれていく。学校教育はそのた
めにあるのだという思いを強くするとともに，ものづく
りの面白さを若者・子供たちに伝えることを自らの使
命とする清水先生の姿に深い感銘を受けました。
みなさんの中には，すでに夢や目標が明確になっ

ている人もいれば，未だに模索している人もいると思
います。そういった自分の現状を素直に認める勇気か
ら，夢の実現は始まります。そのために踏み出す一歩
が，自分の生き方を変えるような出会いや出来事に
導いてくれます。
二人の講師から頂いたメッセージをどのように咀

嚼し，活かしていくのか。ここから後は，みなさん一人
一人の行動にかかっています。

【引用・参考文献】辻信一『ハチドリのひとしずく いま，私にできること』2005年，
光文社／栗城史多『一歩を越える勇気』2009年，サンマーク出版／サイモン・シネック
（鈴木義幸監訳，こだまともこ訳）『「一緒にいたい」と思われるリーダーになる。人を
奮い立たせる50の言葉』2019年，ダイヤモンド社


